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授業概要 / Course Description

大学は職業人になるために必要な社会人基礎力を身につけることのできる最後のステージです。経済産業省は社会
人基礎力を「前に踏み出す力（アクション）」「考え抜く力（シンキング）」「チームで働く力（チームワーク」
の総称であると定義し、ここには「主体性・働きかけ力・実行力・課題発見力・創造力・計画力・発信力・傾聴
力・柔軟性・状況把握力・規律性・ストレスコントロール」の12の要素があるとしています。しかし社会人基礎力
は12個の断片に分割できるものではありません。これらの要素が相互に連関して織りなされるのが基礎力なので、
12個の要素を一つずつ達成すれば総体として獲得できるものなのでもありません。この科目では、かねてから産業
界で指摘されている「指示待ち族（主体性の欠落）」の問題や、最近、とみに指摘されることの多い「共感力の低
下」の問題に留意しながら、それを克服するためのヒントを提供していきます。それが受講生のみなさんにとって
「思考の補助線」になることを願っています。
新社会人が指示待ち族になってしまうのは、大学を卒業するまでに「課題」や「指示」を与えられるばかりのポジ
ションに身を置き続けていたからだと考えられます。課題がどのように設定されるのか、どうすればそれが課題と
して成立するのか、いうなれば「課題に関するリテラシー」を学ぶ必要があります。それを学んだうえで自ら課題
を発見・発掘あるいは創出する練習を重ねていきます。自分の専攻とは異なる分野の研究（課題発見）の話を聴い
て、課題発見からその解決に至るプロセスに共感することができるようになれば、自分の視点が一つ増え、視野が
広がります。自身の持つ視点が増え、視野が広がれば、多面的に物事を考えられるようになり、人の立場になって
ものを考えることができるようになります。それは共感力の土台となるものです。この土台があれば、相手の気持
ちや考え、意向を理解することができるようになり、それを満たすために自らを動かすことも可能になります。今
求められるのは、そのようなサーバントリーダーシップ－その人が望んでいることをかなえてあげるリーダーシッ
プ－です。今や上意下達型のリーダーシップは時代遅れだと心得てください。もちろん、こちらの涵養にも十分留
意していきます。

到達目標 / Course Objectives

①知識・技能の観点
「指示待ち族」（主体性が欠如した状態）がどのように作られてしまうのか理解し、説明できる。共感力が協調性
の土台となり、Interpersonal skillの出発点になることを理解し、そのスキルの獲得を目指すことができる。
Interpersonal skillには発信力や傾聴力のみならず、分かり合うことが困難であることを共有できる力が必要である
ことを理解し、その実践に取り組むことができる。社会でよりよく生きるために必要な知識やスキルについて自分
の考えを説明できるとともに、他者の考えを理解することができる。
②思考力・判断力・表現力等の観点
社会でよりよく生きるために必要なことがらや姿勢などについて、多面的・多角的に考えることができる。ありと
あることがらについて即断即決を求めず、判断を保留すること（critical thinking）ができる。どんなに意を尽くし
ても伝えたいようには伝わらないことを踏まえ、そのもどかしさを共有することを目指した表現をすることができ
る。
③主体的な態度の観点
早い段階で選択肢を一つに絞り込まず、複数の可能性を常に考慮しながら、グループでのコンセンサス形成に積極
的に参加することができる。少数意見に共感を示しながら、多数決に頼らない合意形成ができる。自分のことを後
回しにして、相手の願うこと、望むことをかなえてあげる働きかけをする（サーバントリーダーシップを発揮す
る）ことができる。社会でよりよく生きるために必要なことを体現するための営みに取り組むことができる。

授業手法 / Teaching Methods

グループワークを中心に展開する学生主体型・学生参加型の授業

授業計画 / Course Content
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授業計画
Course Content

成績評価の方法・基準・評価
Grading Policies /
Evaluation Criteria/
Assessment Policy

特定の教科書は使用しません。

特に指定はしませんが、必要に応じて紹介します。

授業時間外学習 / Expected work outside of class

Google slideやMicrosoft Teamsを活用し、授業時間外でもグループのメンバー間で新しい情報や意見を交換し、共
有するようにします。

方法 / Grading Policies

定期試験を行わず、平常試験(小テスト・レポート等)で総合評価します。
毎回　課される小レポート（50％）
グループによる最終報告（50％）

基準・評価 / Evaluation Criteria・Assessment Policy

①知識・技能の観点
主体性や共感力を涵養するために何が必要であるかを理解したうえで説明できるかどうか。Interpersonal skillに必
要なエッセンスについて理解し、説明できるかどうか。
②思考力・判断力・表現力等の観点
社会でよりよく生きるために必要なことがらや姿勢などについて、多面的・多角的な観点からクリティカルシンキ
ングをすることができるかどうか。より高次のinterpersonal skillを発揚するために適切な表現ができるかどうか。
③主体的な態度の観点
少数意見に共感を示し、配慮をしながら、多数決に頼らない合意形成を導くことができるかどうか。サーバント
リーダーシップを自らが発揮するために、あるいは他者が実践するために必要なことを理解し、それを実現あるい
は支援することができるかどうか。

授業はグループワークを中心に展開します。セメスターの前半は講師を招き、知的刺激に満ちた経験談を聴きま
す。自分とは異なる分野を専門とする人の話に共感することで、視野が広がり、視点を増やすことができるように
なります。各回とも講師が課題を発見・発掘・創出する体験を支援するためのワークを用意します。

第1回：この科目のねらいを説明したのち、アイスブレイクを兼ねたグルーピングを行います。その後、セメスター
が終わるまでにどんなことをどのように達成したいのかを話し合い、グループルーブリックを作成します。
第2回～第4回：関西大学の教授による講話。教授がどのようにして研究テーマ（課題）を発見・発掘あるいは創出
したか、それが社会や人々の生活とどのように関わっているのかを話してもらいます。自分の身近なところに課題
の種子があることに気づくためには知的好奇心が不可欠であることを学びます。自分の周囲に「種子」を探すワー
クをします。
第5回：関西大学の職員による講話。合理的配慮やALLYなどについて学びます。自分の身近なところに障害者や
LGBTQあるいはその他の問題に関して解決・克服すべき課題を探します。
第6回：就職の内定あるいは大学院への進学が決まった４年次の学生による講話。どのように自分の進路を決めたの
か、その目標を達成するために克服すべき課題とはどのようなものだったのか、その課題にどのようにアプローチ
したのか、社会に出てからの自己像をどのように描いているのかを話してもらいます。受講生は自分の進路を考
え、何が課題となるのかを考えます。
第7回：関西大学の卒業生による講話。学生時代に学んだことが実社会でどのように役立っているのか、学生時代に
しておけばよかったと社会人になってから気づいたことは何なのか、これからの自身のキャリアをどのようにデザ
インしているのか、それを実現するために何が課題となっているのかにについて話してもらいます。受講生は自身
のキャリアをデザインしていく上で何が課題となるのかを考えます。
第8回～第9回：グループごとに解決すべき課題を設定します。課題の設定に当たっては、。複数の選択肢を一つに
絞らないように留意しながら、多数決によらないコンセンサスの形成を目指します。他のグループの動向を共有で
きるようにWorld Cafeを必要に応じて実施します。第10回目以降の作業行程が見通せるように配慮しながら課題解
決のためのアプローチについて考えます。
第10回～第13回：グループで設定した課題（テーマ）を解決するために調査や考察を蓄積します。第14回ならびに
第15回の最終報告に向けてプレゼンテーションの準備と予行演習をします。
第14回～第15回：4グループずつが最終報告をします。いずれの報告発表に対しても、受講生と第２回から第7回ま
で登壇した講師からコメントをもらいます。そのコメントによって加筆修正が可能な個所については改善を加えま
す。最後にグループルーブリックに基づいてグループごとに自己評価をします。。
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